（案１）


教職企第１５３４号
令和元年７月９日
　私学課長　様あて
教職員室教職員企画課長
休職・休業中の教員の方への

教員免許更新制にかかる申請手続きの周知について（依頼）
　日頃から、教員免許関係事務、とりわけ教員免許更新制の円滑な実施に向けてお取り組みいただき、ありがとうございます。

　現職教員の方については、それぞれに定められた期限までに教員免許更新制の申請手続きを行うことが義務づけられています。

休職・休業中の方につきましても、申請手続きが義務づけられておりますので、休職や休業中の方のうち、現在、免許状更新講習の受講期間・更新制の申請期間に該当している方への周知については、特にご配慮いただきますようお願いします。

記

１　免許状更新講習の受講期間・更新制の申請期間に該当している方

　以下の方は、現在、免許状更新講習の受講期間・更新制の申請期間に該当しているので、

免許更新制にかかる申請手続きを行うよう、ご周知ください。

旧免許状所持者　別添資料１参照
(1)　第10グループの方

(2)　第1グループの方で、平成23年1月31日までに、更新・免除の手続を行った方

新免許状所持者
(1)　免許状に記載の有効期間満了の日が平成32（令和2）年3月31日の方

(2)　免許状に記載の有効期間満了の日が平成33（令和3）年3月31日の方

※新免許状所持者が、更新手続を行う期間は、生年月日で定められていません。免許状に記載されている有効期間満了の日をご確認ください。

特に、旧免許状所持者のうち(1)、新免許状所持者のうち(1)に該当する方は、教員免許更新制にかかる申請期限が修了確認期限（有効期間満了日）の２か月前の令和2年1月31日となります。
また、過去に延期申請を行ったことによって、延期後の修了確認期限（有効期間満了日）を近いうちに迎える方についても、免許更新制にかかる申請手続きを失念しないよう周知の徹底をお願いします。なお、申請期限は延期後の修了確認期限（有効期間満了の日）の２か月前までなので、ご注意ください。

（例　延期後の修了確認期限が令和元年１２月３１日の方の申請期限

　　　⇒　令和元年１０月３１日）

２　免許更新制にかかる申請手続きについて
休職・休業中の方を含めた現職教員が申請手続きを終えないまま期限を迎えると、修了確認期限（有効期間満了の日）を経過した時点で、所持する全ての教員免許状が失効します。

申請期限までに、以下のいずれかの手続きを必ず行ってください。

(A) 免許状更新講習を受講・修了して更新講習修了確認申請を行う。（更新申請）

(B) 延期の事由に該当している場合、修了確認期限延期の申請を行う。（延期申請）

(C) 指導職などに該当している場合、免許状更新講習免除の申請を行う。（免除申請）

　

※病気休職や、育児休業などの定められた事由に該当すれば、延期申請が可能です。

延期申請の申請期限も、修了確認期限（有効期間満了日）の２か月前の１月31日です。

（添付資料）

　資料１　旧免許状所持者の修了確認期限の割り振り

資料２　教員免許更新制に関する大阪府教委への申請手続きについて

資料３　【旧免】よくある質問（修了確認期限延期関係）

資料４　【新免】よくある質問（修了確認期限延期関係）

資料５　【フロー図】教員免許更新制に関する期限・申請期間の確認方法


※旧免許状所持者は、原則として、35、45、55歳になった次の３月31日が修了確認期限となりますが（延期申請した者を除く）、第10グループについては、昭和59年４月２日以降に生まれた全ての方が対象となるため、34歳以前の年齢で修了確認期限を迎える方がいます。








旧免許所持者・・・平成21年４月１日より前に取得した教員免許状を１種類でも所持する方


新免許所持者・・・平成21年４月１日以降に初めて教員免許状を取得された方











教職員室教職員企画課免許グループ


電話（直通）　０６－６９４４－６１８０


ＦＡＸ　　　　０６－６９４４－６８９７


Email　kyoshokuin-g15@sbox.pref.osaka.lg.jp








